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吾画開晶 文 内 情官』 の 要 t国s 
〔日 的〕
光駆動脳波による脳の機能状態の研究は Adrian and Matthews (1934) 以来，多くの研究者によって
なきれ，光駆動脳波の覚醒刺激による影響は日高 (1960) によって報告された。また慣れの現象の中枢機
構に関する実験的研究は，これまで 1) 脳波上の覚醒反応の変化及び、 2) 特y~的並びに非特異的誘発
i副立の変化を指標としてなきれて来たにすぎない。本研究は光駆動脳波が閃光刺激反復に伴ってどのよう










1) 閃光刺激を初めて与える時，倍同調光駆動( harmonic driving )及び基本光駆動( fundamental 
driving )が認められ，照射反復により一定の傾向をもって変化し， ついに睡眠パタンに移行するものも
あった。
2) 初回照射に閃光刺激と同じ頻度の基本光駆動を示すもののうち，照射反復により変化する時に， 3 
つの異なる経過をとるものがあった。第1の経過は，照射反復とともに次第に閃光頻度と 2 対 1 に対応する
2 減次同調光駆動( 2nd subharmonic driving )示すようになった。第 2 の経過は基本光駆動が，すで
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20匹の家兎(約 3kg) を麻酔下に東大脳研型脳定位固定装置に固定し，手術を行なった。 Monr由r and 






2) 初回照射に際して，基本光駆動を示していたものは(第 1 期) , 照射反復とともに2減次同調光駆
動を示すようになり(第 2 期) ，ついには，基本光駆動が減少し，背崇脳波の徐波に重なって現われるよ
うになった(第 3 期)。
3) 分析記録上では，第 2 期には，基本成分の他に新しく減次同調成分が増大し，第 3 期に入ると，閃
光頻度と無関係な徐波成分の増大を認めた。
4) 海馬脳波には，第 1 期，第2期には規則正しい律動波が認められ，第3期に入ると律動波の崩壊を認
めた。
5) 外側膝状体の反応、は， 3 期を通じて変化は認めなかった。
〔総括〕





脳波検査において間欺的閃光刺激を使用することは Adrian and Matthews が1934年，乙￠日記波反応を
光駆動脳波と命名して以来，多くの研究者によって，その神経機構や臨床診断上の意義について探究され
て来た。しかしこの反応は非常に個体差の多いものであり，また先年日 i高が指摘したように覚醒刺激の影
響によっても変化することがわかっている。
本研究は，人及び家兎について行なわれ，一定頻渡の間欺的閃光刺激を一定時間，一定間隔で反復して
与える時，光駆動脳波が変化して行くことを明らかにしたものである。観察は脳波の他に帯域周波数分析
装置による分析周波数成分についても行なっている。
結果は臨床脳波の観察から，照射反復を統げる場合，反復初期の光駆動脳波に認められたリズミカルな
周波数成分の他に，より遅い周波数のリズミカルな周波数成分が新たに iH現する;場合があり，更に反復を
続けると，不規則な脳波成分が別加することが明らかにされた。
植込み電極をした慢性家兎の実験では，上記のより遅い周波数のリズミカルな成分の明大する時には出
馬覚醒波が認められ，不規則な徐波成分の増加する時期には海馬覚|醒波が消失している乙とを!日j6かにし
Tこ。
またこのような反応の変化は外側膝状体の反応が全く変化せずに起ることを観察し，この時の変化が皮
質下よりも皮質から始まることを証明した。以上の結果は間欺的閃光刺激反復に伴う脳の機能状態の変化
を光駆動現象を通じて印j らかにしたものであり，今後の脳波研究の上に資するところが大きいと思われる。
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